
２
人
２
人
の
議
員
が

議
員
が

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

地域支援事業の現状と拡充策は地地域支援事業のの現状状と拡充策は策は

TPPに対応する農業政策の模索を

飯沼　新吾議員

一般質問

狩野　正雄議員

QA
高
齢
者
対
策
の
充
実
を
進
め
ま
す

（
質
問
）

　

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
鹿

追
町
で
は
病
院
に
直
結
し
た
高

齢
者
専
用
住
宅
や
老
健
施
設
の

建
設
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
く
状
況
で
は
安
否
の

確
認
、
交
通
弱
者
の
対
応
、
買

い
物
難
民
を
出
さ
な
い
為
の
方

策
な
ど
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
支
援
条
例
は 狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は

男
性
318
名
、
女
性
456
名
、
計
774

名
、
率
13.7
％
。
要
介
護
者
も
十

勝
管
内
で
は
最
低
の
13.9
％
で
元

気
な
高
齢
者
が
多
い
と
い
え
ま

す
が
、
地
域
支
援
事
業
、
民
間

企
業
、
地
域
の
協
力
が
今
ま
で

以
上
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

施
行
か
ら
11
年
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
事
業
の
実
態
と
今

後
拡
充
す
べ
き
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
。
鹿
追
町
の
高
齢
者
の
状

況
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

自
宅
で
商
品
を
注
文
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を
商
工

会
と
と
も
に
調
査
検
討
し
た
い
。

地
域
支
援
事
業
の
現
状
と
拡
充
策
は

（
質
問
）

　

交
通
弱
者
対
策
は
、
バ
ス
路

線
図
や
時
間
を
分
か
り
や
す
く

で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

現
在
、
町
が
実
施
し
て
い
る

交
通
弱
者
対
策
は
、
地
域
の
足

と
し
て
の
患
者
輸
送
バ
ス
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
バ
ス
路
線
沿
線

住
民
に
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
路
線
図
や
時
間

は
分
か
り
や
す
い
方
法
を
検
討

し
て
対
応
し
ま
す
。

（
質
問
）

　

買
い
物
難
民
と
い
わ
れ
る
人

を
出
さ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

（
質
問
）

　

孤
独
死
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に

地
域
や
民
間
と
協
力
し
た
、
安

否
確
認
の
取
り
組
み
は
。

人
、
高
齢
夫
婦
世
帯
の
見
守
り

が
必
要
な
方
は
、
消
防
署
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
電
話
回
線
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
安
否
確
認

シ
ス
テ
ム
等
や
行
政
や
地
域
、

民
間
事
業
者
と
も
連
携
し
て
高

齢
者
対
策
の
充
実
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生

委
員
が
訪
問
相
談
、
安
否
確
認

を
し
て
い
ま
す
。
特
に
独
居
老 病院と直結した高齢者住宅病院と直結した高齢者住宅
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改築が進む町立病院改築が進む町立病院

■４５年ぶりの中学校のクラス会。管外在住のひとりが「出身は、鹿追町瓜幕です
と答えられることがうれしい」と。出身地を誇りにできる町づくりに取り組みたい。つぶやき

鹿
追
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
期
待

（
質
問
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
交
渉
参
加
に
対
す
る
反
対

運
動
の
中
、
鹿
追
町
の
農
業
が

将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
足
腰
が

強
く
、
安
定
し
た
経
営
を
す
る

た
め
の
積
極
的
な
農
業
政
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

所
信
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
業
へ
の
影
響
額

は
、
北
海
道
で
５
５
６
３
億

円
、
十
勝
で
１
３
６
８
億
円
、

鹿
追
町
で
は
全
体
の
生
産
額

１
３
９
億
円
（
平
成
18
年
）
の

う
ち
、
72
％
の
１
０
１
億
円
が

影
響
額
と
し
て
出
ま
す
。
小
麦
、

甜
菜
、
澱
原
用
馬
鈴
薯
、
牛
肉
、

豚
肉
は
100
％
、
生
乳
は
80
％
影

然
環
境
に
あ
り
、
関
係
機
関
と

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
、
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
進

め
た
い
。
ま
た
１
年
を
通
し
て

の
畑
作
農
業
も
模
索
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
連
携
を
考
え
た
、

町
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
で
６
次
化
の
加
工

が
始
ま
れ
ば
、
雇
用
が
生
ま
れ

ま
す
。
間
接
的
に
は
、
農
産
物

の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

飯沼新吾議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
応
す
る
農
業
政
策
の
模
索
を

QA

まちなか会議受付中

「凍
しばれ

る夜は、熱く語りたい」
鹿追町議会は「住民参加型の開かれた議会」を目指します。

　広報広聴常任委員会では、「まちなか会議」の一環として定例会終了後毎に「議会報告会」を開催
しています。その他にも皆さんの要望に応じて懇談会・委員会を開催します。申し込み用紙を、町内各団
体に配布しています。
　商工会、農協、各種団体、行政区などに呼びかけていますが、詳細は鹿追町役場議会事務局（電話 66・
4039）までお問い合わせ下さい。

響
を
受
け
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
全
国
、

全
道
の
町
村
会
を
あ
げ
て
反
対

し
て
お
り
、
絶
対
に
阻
止
を
し

な
け
れ
ば
、
国
が
崩
壊
す
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
は
、
こ
れ
ま
で

畑
作
４
品
目
と
酪
農
畜
産
を
中

心
と
し
た
農
業
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
農
業
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、

新
た
な
作
目
、
６
次
化
（
生
産
、

加
工
、
販
売
）
の
道
を
た
ど
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

６
次
化
と
い
う
点
で
、
鹿
追

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
、
農
業
生
産
、
製
造
、

販
売
が
一
体
と
な
り
、
進
ん
で

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

新
規
作
物
に
つ
い
て
は
、
サ

ツ
マ
イ
モ
は
栽
培
２
年
目
と
な

り
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
販
売

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
薬
用

植
物
に
つ
い
て
漢
方
薬
の
原
料

の
栽
培
の
可
能
性
が
鹿
追
の
自

新規作物として定着したしかおい高原キャベツ新規作物として定着したしかおい高原キャベツ
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